
日
本
人
・
外
国
人
観
光
者
か
ら
見
た
観
光
地

―
高
山
市
を
事
例
と
し
て
―

大
塚
　
寛
子

現
在
、
国
の
観
光
立
国
の
推
進
を
背
景
と
し
て
、
国
内
観
光
者
の
み

な
ら
ず
訪
日
外
国
人
観
光
者
の
誘
客
は
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
効
果
的

な
観
光
者
の
誘
致
の
た
め
に
は
、
観
光
者
の
視
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

観
光
者
の
視
点
か
ら
、
観
光
行
動
を
３
段
階
に
分
け
一
連
の
動
き
を

明
ら
か
に
す
る
。
各
段
階
で
日
本
人
・
外
国
人
観
光
者
で
比
較
し
、
今

後
の
効
果
的
な
観
光
振
興
に
繋
が
る
提
言
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
１
段
階
（
観
光
前
）
で
は
、
観
光
行
動
の
核
で
あ
る
「
観
光
者
の
動

機
」
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
２
段
階
（
観
光
中
）
で
は
、
観
光
者
に

「
高
山
ら
し
い
」
と
感
じ
た
場
面
を
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
て
も
ら
い
、「
現

地
を
み
る
ま
な
ざ
し
」
を
把
握
す
る
。
第
３
段
階
（
観
光
後
）
で
は
、

観
光
前
後
で
観
光
者
の
抱
く
観
光
地
の
イ
メ
ー
ジ
の
変
化
を
明
ら
か
に

す
る
。
イ
メ
ー
ジ
は
観
光
地
の
評
価
に
も
繋
が
る
た
め
、
観
光
地
の
長

所
、
短
所
、
課
題
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
。
事
例
を
岐
阜

県
高
山
市
と
す
る
。
高
山
市
は
、
国
内
大
衆
観
光
地
か
ら
国
際
地
へ
の

発
展
途
中
の
観
光
地
で
あ
り
、
日
本
人
観
光
者
と
外
国
人
観
光
者
の
比

較
調
査
を
行
う
に
は
、
調
査
が
十
分
に
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
調
査
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
日
本
人
・
外
国
人
観
光
者
の

間
で
の
類
似
点
、
差
異
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

各
段
階
の
結
果
か
ら
、
効
果
的
な
観
光
振
興
に
向
け
た
取
り
組
み
に

繋
げ
る
考
察
を
行
う
。
第
１
段
階
よ
り
、
日
本
人
に
はA

親
し
い
人
と

の
触
れ
合
い
を
行
う
場
所
と
し
て
高
山
市
が
魅
力
的
で
あ
る
こ
とB

の

Ｐ
Ｒ
と
、A

食
べ
物
が
お
い
し
いB

と
い
う
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
が

重
要
で
だ
と
伺
え
る
。
外
国
人
に
は
、A

神
社
仏
閣B

を
観
光
資
源
と

し
て
活
用
し
、
観
光
地
で
地
元
の
人
と
触
れ
合
う
機
会
を
作
る
こ
と
が

有
効
だ
と
い
え
る
。
第
２
段
階
よ
り
、
日
本
人
は
同
行
者
や
飲
食
店
を

多
く
撮
影
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、A

高
山
市
で
経
験
で
き
る
こ
とB

の

提
示
を
行
う
こ
と
が
効
果
的
だ
と
考
え
る
。
外
国
人
は
、
イ
ン
フ
ラ
と

神
社
仏
閣
を
多
く
撮
影
し
て
お
り
、
実
用
的
な
道
路
標
識
等
のA

高
山

ら
し
いB

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
ろ
う
。

日
中
観
光
に
お
け
る
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の

役
割
に
関
す
る
研
究

呉
　
　
春
濤

日
中
観
光
に
お
け
る
地
域
観
光
の
発
展
の
た
め
に
特
別
に
貢
献
し
て

い
る
も
の
と
し
て
チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
挙
げ
ら
れ
、
ま
た
こ
れ
は
観
光
客

を
増
や
す
た
め
の
主
な
手
段
に
な
っ
て
い
る
。
本
論
文
は
２
つ
の
研
究

目
的
が
あ
る
。
そ
れ
は
、（
１
）
チ
ャ
ー
タ
ー
の
影
響
や
役
割
に
つ
い

て
地
理
学
的
な
分
析
を
行
う
こ
と
、（
２
）
中
国
の
内
陸
都
市
に
お
い
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